
第86号
「さが市議会だより」

「
題
字
」佐
賀
北
高
等
学
校
３
年

古
川
　玲
奈
さ
ん

爽
や
か
さ
を
意
識
し
、隷
書
を
用
い
て
書
き
ま
し
た
。

統
一
感
を
出
す
た
め
に
、平
仮
名
も
横
長
の
字
形
に

し
ま
し
た
。

東よか干潟ビジターセンター「ひがさす」の展望台から見た干潟よか公園

令和６年６月定例会

2 補正予算・条例等
16議案を可決・承認

4 常任委員会審査報告

■一般質問に29名の議員が登壇

８月定例会は、８月２１日（水）開会予定です。

6 「市政 ここが聞きたい」

14 委員会活動リポート

ふ
る
か
わ

れ
い
な
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議案等の審議結果議案等の審議結果
議案番号 議　　案　　名 概　　要　　等 結果

66 令和６年度一般会計補正予算（第２号） 補正額 13 億 3,150 万円 可決
67 令和６年度自動車運送事業会計補正予算（第１号）（市営バス） 可決

68 産業支援プラザ条例の改正 人材の育成およびネットワークの構築の場としての
機能強化を図るためのセミナールームの新設等 可決

69 市営住宅条例の改正
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関す
る法律の一部改正を踏まえたＤＶ被害者に係る市営
住宅の入居者の資格の追加等

可決

70 市税条例の改正 地方税法の一部改正等に伴うわがまち特例等に係る
改正 可決

71 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一
部改正に伴う小規模保育事業所の保育士等の配置に
関する基準の見直し

可決

72 過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の
改正

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第
二十四条の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う
措置が適用される場合等を定める省令の一部改正に
伴う、固定資産税の課税免除の適用期限の延長

可決

73 佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更 高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴う
佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更 可決

74 市道路線の廃止 町分東１号線ほか１路線 可決
75 市道路線の認定 町分東１号線ほか５路線 可決
76 財産の取得 市道植木橋木角線道路整備事業に係る用地の取得 可決
77 専決処分（観光情報発信会館の指定管理者の指定） 一般社団法人 佐賀市南部特産物直売所運営協議会 承認

78 専決処分（市税条例の改正） 地方税法の一部改正に伴う個人市民税の特別税額控
除制度の創設等 承認

79 専決処分（国民健康保険税条例の改正）
地方税法施行令の一部改正に伴う所要の改正（国民
健康保険税の課税限度額の引き上げ、国民健康保険
税の減額措置に係る軽減判定所得基準額の引き上げ）

承認

80 専決処分（令和６年度一般会計補正予算（第１号））
国のデフレ完全脱却のための総合経済対策における
物価高への対応として、低所得者支援給付金および
定額減税補足給付金を支給するため、緊急に要する
経費について補正措置を講じるもの

承認

意見書１ 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書　案 可決

水色で着色した議案等は、賛否が分かれたものです。下記に詳細を掲載しています。

令和６年６月定例会の概要

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

市…市民共同
（山口弘展議員は議長のため、採決に加わっていません。）

会派等 自民さが ネットワーク佐賀 緑楠自民 自民政進会 公明党 自民清流 市

氏　名

江
頭
　
弘
美

川
副
龍
之
介

西
岡
　
義
広

千
綿
　
正
明

松
永
　
幹
哉

宮
﨑
　
　
健

江
原
　
新
子

川
﨑
　
健
二

稲
葉
　
嵩
広

山
田
誠
一
郎

松
永
　
憲
明

久
米
　
勝
也

富
永
　
明
美

江
口
　
善
己

藤
田
　
佳
典

重
田
　
音
彦

実
松
　
尊
信

黒
田
　
利
人

中
野
　
茂
康

川
原
田
裕
明

福
井
　
章
司

永
渕
　
史
孝

嘉
村
　
弘
和

堤
　
　
正
之

諸
冨
八
千
代

野
中
　
宣
明

村
岡
　
　
卓

中
村
　
宏
志

中
島
　
妙
子

西
岡
　
真
一

御
厨
　
洋
行

重
松
　
　
徹

平
原
　
嘉
德

山
下
　
明
子

第73号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●
第79号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

会　　　　　期　　６月 10 日から７月２日まで
議 決 し た 案 件　　補正予算案２件、条例案５件、その他８件、意見書案１件　合計 16 件
補正予算の総額　　約 13 億 3,100 万円
　　　　　　　　　（補正後の予算総額は約 1,155 億 3,000 万円。前年度同期に比べ、8.1％の増）

議 案 等 質 疑

地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
費
補
助
金

地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
策
定
事
業
負
担
金

地
域
公
共
交
通
持
続
化

支
援
事
業
費
補
助
金

中
小
企
業
人
材
確
保
支
援

事
業
費
補
助
金

　
今
後
、計
画
の
練
り
直
し
を
行
う
た
め
、

再
整
備
の
実
施
時
期
は
当
初
の
想
定
よ
り

も
遅
く
な
る
が
、で
き
る
だ
け
早
期
に
着
手

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

Q
今
回
の
事
態
を
踏
ま
え
、今
後
の
交
通

局
舎
の
再
整
備
を
含
め
た
利
便
増
進
実
施

計
画
の
策
定
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

A
交
通
局
舎
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、ま

ち
づ
く
り
、観
光
振
興
等
の
施
策
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。利
便
増
進
実
施
計
画
の
策
定
は
、公
共

交
通
全
体
を
見
渡
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
念
頭
に
、民
間
バ
ス
事

業
者
も
交
え
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、今
後
と
も
佐
賀
市
の
交
通
を
よ

り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

➡

P
５「
建
設
環
境
委
員
会
」に
関
連
記
事

 

概
要 

路
線
バ
ス
お
よ
び
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
対
し
、第
２
種
運
転
免
許
の
取
得
費
用

等
を
事
業
者
が
負
担
し
、新
た
に
運
転
者
を

確
保
し
た
場
合
に
そ
の
経
費
の
一
部
を
支

援
す
る
。

Q
補
助
を
拡
充
す
る
目
的
や
背
景
は
。

A
運
転
者
不
足
に
加
え
、運
転
者
の
高
齢

化
も
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、新
た
に
受

験
資
格
特
例
教
習
の
受
講
に
係
る
経
費
を

補
助
対
象
と
す
る
こ
と
で
若
年
層
の
採
用

を
支
援
し
、持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

維
持
確
保
に
つ
な
げ
る
。事
業
者
か
ら
の
若

年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
容
易
に
な
り
、

路
線
バ
ス
等
の
運
転
者
に
な
り
た
い
人
は

19
歳
か
ら
第
２
種
運
転
免
許
の
取
得
が
可

能
に
な
る
。事
業
者
、若
年
層
の
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
補
助
制
度
に
し
た
い
。

Q
免
許
取
得
の
要
件
緩
和
に
関
す
る
市
の

視
点
は
。

A
各
事
業
者
に
は
、若
年
層
の
経
験
不
足

を
補
う
べ
く
、運
転
者
に
し
っ
か
り
講
習
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、安
全
な
運
転
を
心
が
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

概
要 

中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
を
図
る

た
め
採
用
活
動
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業
。採
用
ツ
ー
ル
の
作
成
・
改

修
と
求
人
メ
デ
ィ
ア
で
の
採
用
広
報
の
二

つ
を
と
も
に
実
施
し
た
場
合
に
経
費
を
補

助
す
る
。令
和
6
年
度
当
初
の
段
階
で
予
算

措
置
し
て
い
た
が
対
象
件
数
を
8
件
か
ら

18
件
へ
拡
充
予
定
。

Q
拡
充
に
至
っ
た
経
緯
は
。

A
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
会
合
等
に
参
加
す

る
中
で
、企
業
経
営
や
業
界
を
取
り
巻
く
課

題
等
を
伺
い
、特
に
人
材
確
保
に
関
す
る
悩

み
を
数
多
く
聞
い
た
。そ
の
よ
う
な
事
業
者

の
声
を
受
け
た
た
め
、国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
対
象
件
数
を
拡
充
す
る
。

Q
周
知
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

A
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、新
聞
等
へ
の

掲
載
に
加
え
、商
工
会
議
所
等
を
通
じ
て
広

報
を
行
う
。案
内
用
の
チ
ラ
シ
も
、よ
り
制

度
の
趣
旨
が
伝
わ
る
よ
う
な
工
夫
を
考
え
、

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

 

概
要 

地
域
公
共
交
通
再
構
築
の
一
環
で
、

交
通
局
舎
の
再
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行

う
事
業
と
し
て
令
和
6
年
度
当
初
予
算
に

計
上
し
た
が
、財
源
と
し
て
見
込
ん
で
い
た

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
活
用

が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、歳
入
・
歳
出
予
算

の
全
額
を
減
額
す
る
も
の
。交
付
金
の
活
用

要
件
で
あ
る
利
便
増
進
実
施
計
画
が
国
土

交
通
大
臣
認
定
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、改

め
て
計
画
の
練
り
直
し
を
行
う
。

Q
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
意
図
は
。ま

た
、九
州
運
輸
局
と
の
協
議
内
容
は
。

A
令
和
5
年
度
か
ら
交
付
金
の
基
幹
事
業

に
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
が
追
加
さ

れ
、補
助
率
が
非
常
に
高
く
大
変
有
利
な
交

付
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
活
用
を
目
指
し
た
。

類
似
す
る
事
例
が
全
国
的
に
な
か
っ
た
た

め
、九
州
運
輸
局
に
照
会
し
な
が
ら
計
画
の

策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
き
た
。

Q
交
付
金
の
活
用
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
交
通
局
舎
の
再
整
備
へ
の
影
響
は
。

A
交
付
金
事
業
の
趣
旨
で
あ
る
「
中
長
期

的
に
必
要
と
な
る
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
必
要
な
施
設
整
備
」と
な

る
よ
う
さ
ら
な
る
事
業
内
容
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

交
通
局
舎
の
再
整
備
へ
の
影
響
は

拡
充
す
る
目
的
や
背
景
は

周
知
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に

交通局舎は昭和41年２月建築
（築58年経過）

補

補

補

Q A
議案等質疑とは、議案等について、提出者

（執行部）に不明点や疑問点を聞き、説明や
所見を求めるものです。

補 は、「令和６年度補正予算」です。
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総
務
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

執務室の適切な環境づくりを

収益力強化と持続的な発展のため、強い農業づくりに必
要な施設整備を支援し、生産基盤を強化する。

教育・保育施設において大きな負担となっている給付・
監査業務のＤＸ化を推進することにより、同施設および
市における業務負担の軽減ならびに保育の質の向上を目
指す。

常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
6 月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

保
育
業
務
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー

シ
ス
テ
ム
検
証
経
費

第
４
号
報
告
（
東
与
賀
支
所
庁
舎

設
備
改
修
事
業
）

強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援

事
業

地
域
公
共
交
通
利
便
増
進

実
施
計
画
策
定
事
業
負
担
金

地
域
公
共
交
通
再
構
築

事
業
費
補
助
金

生
活
道
路
に
お
け
る
速
度

抑
制
対
策
事
業

〔
説
明
〕
東
与
賀
支
所
１
階
空
調
機
更
新

工
事
に
つ
い
て
、請
負
者
は
４
月
上
旬
に

決
定
し
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、空
調
機

に
電
気
を
供
給
す
る
ケ
ー
ブ
ル
が
市
場
で

不
足
し
て
お
り
、現
時
点
で
は
、９
月
納
入

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。施
工
ま
で
は
、一

時
的
な
修
繕
や
冷
風
機
の
レ
ン
タ
ル
に
よ

り
、執
務
室
の
環
境
を
維
持
し
た
い
。

〔
質
問
〕
ケ
ー
ブ
ル
の
サ
イ
ズ
や
種
類
は
。

〔
答
弁
〕
２
０
０
平
方
㍉
の
エ
コ
ケ
ー
ブ

ル
で
あ
る
。

〔
質
問
〕
一
般
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
で
も
、

早
く
更
新
工
事
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

〔
答
弁
〕
一
般
ケ
ー
ブ
ル
で
も
納
入
が
夏

場
に
か
か
る
見
込
み
の
た
め
、
エ
コ
ケ
ー

ブ
ル
と
し
た
。

〔
質
問
〕
株
式
会
社
ア
ル
ビ
ー
タ
所
有
の

土
地
に
、今
回
新
た
に
事
業
主
体
と
な
る

橋
本
農
園
を
誘
致
し
た
経
緯
は
。

〔
答
弁
〕
ま
ず
、
橋
本
農
園
か
ら
市
へ
、

清
掃
工
場
の
C
O
2
と
余
熱
を
利
用
で
き

な
い
か
と
相
談
が
あ
り
、
土
地
も
必
要
な

こ
と
か
ら
市
が
仲
介
し
、
両
者
が
合
意
し

た
た
め
進
出
に
至
っ
た
。

〔
質
問
〕
整
備
場
所
周
辺
は
地
下
水
を
使

用
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
聞
く
。今
回

の
事
業
で
も
地
下
水
を
使
用
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、地
下
水
枯
渇
の
恐
れ
は
な
い

の
か
。ま
た
、そ
の
調
査
の
必
要
性
は
な
い

の
か
。

〔
答
弁
〕
既
存
の
井
戸
か
ら
水
を
一
旦
タ

ン
ク
に
た
め
、
調
整
し
な
が
ら
そ
の
水
を

使
用
す
る
と
の
こ
と
で
周
辺
へ
の
影
響
は

未
知
数
だ
が
、
影
響
が
出
る
の
で
あ
れ
ば

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

〔
質
問
〕
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、市
内
の
生
産
者
と
競
合
す
る

な
ど
、影
響
は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
全
国
に
販
路
を
も
つ
卸
売
業
者

へ
75
％
を
出
荷
し
、
残
り
25
％
は
主
に
県

外
の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
る
予
定
。
そ
の
た

め
、
影
響
は
少
な
い
と
考
え
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
教
育
・保
育
施
設
の
給
付
や
監
査

業
務
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
で
、申
請
書
類
の
統
一
や
デ
ー
タ
の
や

り
と
り
な
ど
他
自
治
体
と
の
連
携
は
行
わ

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、今
回
の
検
証
事
業

で
連
携
は
重
視
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

〔
答
弁
〕
全
国
で
４
つ
の
自
治
体
し
か
検

証
事
業
を
行
わ
な
い
た
め
、
他
自
治
体
と

の
連
携
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。
実
際
に

基
盤
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
デ
ー
タ
の
や

り
と
り
が
可
能
に
な
っ
た
後
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
質
問
〕
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
現
在
使
用
し

て
い
る
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
連
携
で

き
な
い
施
設
は
、今
後
ど
う
な
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
ま
ず
は
連
携
可
能
な
10
施
設
で

模
擬
的
な
テ
ス
ト
を
行
う
が
、
令
和
７
年

１
月
か
ら
は
、
10
施
設
以
外
に
も
対
象
を

広
げ
る
予
定
で
あ
る
。
対
象
の
拡
大
後
は

必
ず
し
も
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
が
必
要
で
は
な
い
た
め
、
連
携
で
き
な

い
施
設
に
つ
い
て
も
、
要
望
が
あ
れ
ば
対

象
に
な
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
説
明
〕
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
た
国

か
ら
の
交
付
金
や
交
通
局
へ
の
補
助
金
を

減
額
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
補
正
予
算
を
新

た
に
計
上
す
る
も
の
。

〔
質
問
〕
事
業
の
実
施
決
定
か
ら
予
算
減

額
に
至
っ
た
経
緯
は
。

〔
答
弁
〕
交
付
金
に
関
す
る
情
報
を
得
た

の
が
昨
年
の
夏
ご
ろ
で
、
交
付
金
活
用
の

内
部
決
定
は
11
月
。
時
間
に
余
裕
が
な
い

中
で
内
容
を
詰
め
ら
れ
ず
、
交
付
金
の
活

用
に
必
要
な
計
画
が
大
臣
認
定
に
至
ら
な

か
っ
た
た
め
、
減
額
補
正
と
な
っ
た
。

〔
質
問
〕
計
画
が
大
臣
認
定
に
至
ら
な
か
っ

た
の
は
、計
画
案
に
「
交
通
局
舎
の
建
て
替

え
」が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
要
因
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
交
通
局
舎
の
再
整
備
の
内
容
に
検

討
の
余
地
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
見

通
し
が
甘
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

〔
質
問
〕
交
通
局
舎
の
機
能
を
定
め
た
上

で
佐
賀
市
全
体
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
市
域
全
体
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
交
通
局
舎

の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

➡

P
３
に
関
連
記
事

〔
質
問
〕
生
活
道
路
に
お
け
る
速
度
抑
制

対
策
を
行
う
た
め
の
ゾ※

１
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の

区
域
を
今
後
増
や
す
予
定
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、区
域
を
設
定
す
る
際
の
議
会
の
関

わ
り
は
。

〔
答
弁
〕
増
や
す
方
向
で
あ
る
。
区
域
の

設
定
に
は
地
元
と
の
合
意
形
成
が
必
要
。

地
域
の
安
全
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、

市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
適
時
、
議
会
に
報
告
し
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
定
額
減
税
に
よ
る
市
へ
の
影
響

は
。

〔
答
弁
〕
５
月
末
時
点
で
の
対
象
者
は

16
万
３
６
６
０
人
で
、
減
収
額
は

９
億
５
７
０
０
万
円
と
な
る
。
こ
の
減
収

分
は
後
ほ
ど
特
別
交
付
金
と
し
て
補
填
さ

れ
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案委員会で審査した議案

委員会で審査した議案委員会で審査した議案

●一般会計補正予算（第 2 号）（所管分）
　▶ 地域コミュニティ推進事業
　▶ 自治公民館建設補助事業
●市税条例の改正
●過疎地域における固定資産税の課税免除に

関する条例の改正
●専決処分（市税条例の改正）
●専決処分（一般会計補正予算（第１号）（所

管分））

●一般会計補正予算（第２号）（所管分）
　▶ 麦・大豆生産技術向上事業
　▶ 麦・大豆機械導入対策事業
　▶ 温泉地誘客促進事業
●自動車運送事業会計補正予算（第 1 号）
●産業支援プラザ条例の改正
●専決処分（観光情報発信会館の指定管理者

の指定）

●一般会計補正予算（第２号）（所管分）
　▶ 予防接種経費
　▶ 高等学校生徒等通学費物価高騰対策経費
●家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の改正
●佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更
●専決処分（国民健康保険税条例の改正）
●専決処分（一般会計補正予算（第１号）（所

管分））

●一般会計補正予算（第２号）（所管分）
●市営住宅条例の改正
●市道路線の廃止
●市道路線の認定
●財産の取得

専
決
処
分（
市
税
条
例
の
改
正
）

は、「令和６年度補正予算」です。は、「令和６年度補正予算」です。

補

補

補 補

補

補補

常任委員会の審査報告
経
済
産
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

※ 1 ゾーン 30 プラス…時速 30㌔の速度規
制と物理的障害などの仕掛けを組み合わ
せることで、生活道路での通過車両の速
度抑制を図る手法。
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一般質問「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して質問を行うことです。

質  問  内  容
制  限  時  間

議案とは関係なく議員が自由に決めて、事前に通告しています。

質問と答弁を合わせて、一人 60分以内です。

1 江頭 弘美
（自民さが）

〇企業留置について
▶ 次期都市計画マスタープラン策定について
▶ アレルギー疾患を有する子どもへの対応に

ついて

2 藤田 佳典
( ネットワーク佐賀 )

〇電動キックボードについて

3 西岡 真一
（自民清流）

〇排水対策について
▶ 物流拠点について
▶ 交通インフラについて

4 福井 章司
（自民政進会）

〇定住外国人の増加について
▶ 交通安全対策について

5 村岡　卓
（公明党）

〇佐賀市の文化振興について
▶ 子育て支援について

6 江口 善己
( ネットワーク佐賀 )

〇佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館につい
て

▶ 老人クラブの健全な発展について

7 山田 誠一郎
( ネットワーク佐賀 )

〇不登校・いじめについて
▶ 佐賀市の一次産業の将来について
▶ 佐賀市の人口減少について

8 川﨑 健二
（自民さが）

〇放課後児童クラブの充実を
▶ すべての学校でさらなる働き方改革を
▶ 生活困窮家庭への学習支援について

9 富永 明美
（ネットワーク佐賀）

〇産後ケア事業の拡充について
▶ 教職員の働き方改革について

10 御厨 洋行
（自民清流）

〇西神野運動広場の利用について
▶ 市有施設の一斉LED化について
▶ 市が発送する郵便物のデジタル化について

11 重松　徹
（自民清流）

〇５年水張りルールの具体化について

12 黒田 利人
（緑楠自民）

〇島義勇公の功績をたたえた施策と北海道札
幌市との交流について

▶ 市道の管理について

13 川副 龍之介
（自民さが）

〇医療費について
▶ 農業振興について

14 松永 憲明
( ネットワーク佐賀 )

〇「子どもの権利条例」制定について
▶ 北部山間地域の光回線の整備について
▶ 学校の教員不足と働き方改革について

15 永渕 史孝
（自民政進会）

〇神野公園再整備について
▶ さが桜マラソンについて

16 千綿 正明
（自民さが）

〇国、県、市やその他の補助金の有効活用に
ついて

▶ 市道植木橋木角線の整備について
▶ 災害時の太陽光発電に関する問題について
▶ 新型コロナウイルス感染症対策の総括について

17 諸冨 八千代
（自民政進会）

〇第４次佐賀市農業振興基本計画について
▶ 男女共同参画の視点による防災・復興につ

いて

18 野中 宣明
（公明党）

〇新工業団地の開発について
▶ バイオマス事業について
▶ 松原公園整備について

19 中島 妙子
( 公明党 )

〇ＨＰＶワクチンについて
▶ 保育行政について

20 山下 明子
（市民共同）

〇防災・災害時の対応と啓発について
▶ 佐賀市立図書館をより身近に、より利用しやすくするために
▶ 市内公共施設のWi-Fi環境（公衆無線LAN）の拡充を
▶ 自衛隊オスプレイ配備計画に伴う環境への

影響についての認識を問う

21 久米 勝也
( ネットワーク佐賀 )

〇公共交通について

22 実松 尊信
（緑楠自民）

〇繁華街での迷惑行為について
▶ 新紙幣発行への対策は
▶ 看板設置の規制について

23 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇学校における家庭調査票について
▶ 地域新電力の検討に関する進捗状況について
▶ 佐賀空港への自衛隊駐屯地開設後の防衛省

との連絡協議体制について

24 西岡 義広
（自民さが）

〇都市計画マスタープランと地域活性化につ
いて 

▶ 小・中学校の在り方について

25 中村 宏志
（公明党）

〇佐賀市文化会館について

26 宮﨑　健
（自民さが）

〇中心市街地活性化について
▶ 適切な喫煙環境について
▶ 街なかの外来種について

27 平原 嘉德
（自民清流）

〇本市の企業誘致と企業撤退について
▶ 公共交通空白地域の取組について

28 重田 音彦
（緑楠自民）

〇市職員の人事について
▶ 林業振興について
▶ 水産業振興について
▶ 令和５年７月豪雨災害について

29 堤　正之
（自民政進会）

〇物流拠点設置に関する調査研究報告書につ
いて

▶ 地震災害への市の対策について

番号は質問順、（　）内は会派名・準会派名、掲載は大項目のみです。
〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。

市内企業を支援する留置策を問う！

これまでの大雨時排水対策の効果は

定住外国人対策を充実せよ

電動キックボードへの対応は

（自民さが）

江
え

頭
がしら

  弘
ひろ

美
み 1

（ネットワーク佐賀）

藤
ふじ

田
た

  佳
よしのり

典 2

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一 3

（自民政進会）

福
ふく

井
い

  章
しょう

司
じ 4

残念！老舗企業の移転。今後に
生かせるか企業の留置策！

令和 5 年の内水氾濫

保安基準を満たした電動キック
ボード（写真はイメージ）

ますます増える定住外国人の
課題解決を図れ

問　
老
舗
企
業
佐
賀
鉄
工
所
の
移
転

を
教
訓
に
し
て
、
今
後
は
地
域
と
企

業
の
信
頼
関
係
を
も
っ
と
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
誘
致
の
際
の
設

備
補
助
や
税
制
優
遇
等
の
支
援
制
度

は
あ
る
が
、
長
年
地
域
に
貢
献
し
て

き
た
企
業
へ
の
操
業
環
境
の
維
持
・

拡
充
に
つ
い
て
の
留
置
の
支
援
策
も

必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
企
業
へ
の
現
状
の
支
援
策
で

あ
る
企
業
立
地
促
進
支
援
事
業
は
、

新
た
に
土
地
や
建
物
取
得
し
て
事

業
を
拡
充
す
る
企
業
に
対
し
補
助

金
を
支
給
す
る
も
の
。
今
回
の
移

転
に
つ
い
て
は
残
念
な
思
い
で
あ

る
が
、
企
業
と
の
交
流
や
意
見
交

換
は
こ
れ
か
ら
も
幅
広
く
深
め
て

い
き
た
い
。
さ
ら
に
社
会
の
動
き

を
的
確
に
把
握
し
て
新
し
い
技
術

へ
の
挑
戦
や
拡
大
の
取
り
組
み
な

ど
の
企
業
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
、
そ

の
支
援
策
や
産
業
団
地
の
用
意
な

ど
企
業
へ
の
的
確
な
提
案
が
で
き

る
体
制
整
備
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

問　
①
尼
寺
排
水
機
場
の
整
備
に
よ

り
、
昨
年
７
月
の
大
雨
の
際
、
黒
川

上
流
の
土
手
で
越
水
が
起
き
た
と
の

指
摘
も
聞
か
れ
る
が
、
越
水
と
排
水

機
場
と
の
関
連
は
考
え
ら
れ
る
か
②

市
と
し
て
は
、
佐
賀
駅
周
辺
な
ど
で

の
内
水
氾
濫
に
対
し
て
行
っ
て
き
た

排
水
対
策
の
効
果
を
、
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
か
。

答
　
①
越
水
が
発
生
し
た
昨
年
7

月
10
日
は
、
尼
寺
排
水
機
場
で
は
黒

川
へ
の
強
制
排
水
を
行
っ
て
お
ら

ず
、
自
然
流
下
に
よ
り
排
水
し
て
い

た
の
で
、
黒
川
で
発
生
し
た
越
水

と
、
尼
寺
排
水
機
場
整
備
と
は
関
連

し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
②
昨
年

7
月
の
大
雨
時
の
浸
水
面
積
は
、
約

２
１
０
㌶
で
あ
る
が
、
同
程
度
の
降

雨
量
で
あ
っ
た
平
成
21
年
7
月
の
大

雨
時
で
は
３
３
０
㌶
で
あ
っ
た
。
浸

水
面
積
で
約
３
分
の
２
に
低
下
し
て

お
り
、
施
設
整
備
等
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
排
水
対
策
に
よ
り
、
浸
水
軽

減
効
果
は
着
実
に
現
れ
て
き
て
い

る
。

問　
①
佐
賀
市
在
住
の
定
住
外
国
人

の
転
入
状
況
と
在
留
資
格
の
内
訳
は

②
ご
み
出
し
や
交
通
マ
ナ
ー
な
ど
の

生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
指
導
は
③
就

職
面
の
相
談
対
応
は
④
日
本
語
教
育

の
対
応
は
⑤
モ
ス
ク
な
ど
の
宗
教
施

設
建
設
へ
の
対
応
は
⑥
定
住
外
国
人

対
策
は
、
国
・
県
と
の
連
携
を
強
化

す
べ
き
で
は
。

答
　
①
５
年
間
で
５
６
４
人
増
加

し
、
現
在
は
２
４
９
０
人
。
約
半

数
が
特
定
技
能
、
留
学
な
ど
の
就

労
、
就
学
②
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
る
③
在

留
資
格
以
外
の
活
動
は
国
の
許
可

が
必
要
で
あ
り
、
市
で
相
談
を
受

け
た
こ
と
は
な
い
④
佐
賀
市
国
際

交
流
協
会
等
で
学
ぶ
場
を
提
供
し

て
い
る
⑤
建
築
基
準
法
等
に
基
づ

い
て
判
断
す
る
。
外
国
人
に
は
ル
ー

ル
等
の
情
報
を
提
供
し
、
市
民
に

は
不
安
や
差
別
が
生
じ
な
い
よ
う

努
め
た
い
⑥
今
後
も
国
・
県
が
掲

げ
る
方
針
を
踏
ま
え
情
報
収
集
、

共
有
を
図
り
多
文
化
共
生
社
会
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

①
３
月
に
開
催
さ
れ
た
体
験

試
乗
会
の
検
証
結
果
は
②
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
今
後
の
事
業
展
開
は
③

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
普
及
に
懸
念
を
示

す
意
見
も
多
い
が
、
市
の
考
え
は
④

バ
ス
へ
の
持
ち
込
み
は
可
能
か
⑤
公

用
車
と
し
て
移
動
手
段
の
一
つ
に
用

い
て
は
ど
う
か
。

答
　
①
幅
広
い
年
代
の
参
加
者
か

ら
お
お
む
ね
好
意
的
な
評
価
を
い
た

だ
き
、
認
知
度
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
②
今
年
度
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
実
証
事
業
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
事
業
者

と
の
協
議
を
進
め
る
③
安
全
対
策
の

徹
底
に
よ
り
市
民
の
理
解
を
得
て
、

社
会
的
な
受
容
性
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
④
そ
の
ま
ま
の
形
状
で
路
線
バ

ス
へ
の
持
ち
込
み
は
で
き
な
い
が
、

折
り
畳
み
式
の
場
合
は
バ
ス
会
社
の

運
用
で
の
対
応
と
な
る
⑤
荷
物
の
運

搬
に
向
か
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
用
途

は
限
ら
れ
る
。
活
用
策
は
目
的
・
効

果
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。
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佐賀市の活性化に文化のチカラを！

佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館

不登校・いじめを未然に防ぐために

問　
①
佐
賀
市
の
秋
の
風
物
詩
と
し

て
定
着
し
た
佐
賀
市
民
芸
術
祭
だ
が
、

若
い
人
の
参
加
が
少
な
い
の
で
は
と

の
声
も
あ
る
。
若
者
へ
向
け
て
の
取

り
組
み
は
②
肥
前
国
庁
南
門
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
＆
芸
能
祭
は
地
域
に
根
差
し

た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
。
今
年
の
内
容
や
新
た
な
取

り
組
み
は
。

答
　
①
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
Ｘ
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
、
若
者
に

向
け
た
広
報
の
強
化
を
図
る
。
芸

術
祭
の
ス
テ
ー
ジ
を
中
高
生
の
吹

奏
楽
の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し

て
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
若
者

が
参
加
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
検
討
し
た
い

②
今
年
度
は
８
月
、
９
月
、
２
月

の
３
回
、
肥
前
国
庁
資
料
館
を
使
っ

た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し
て

お
り
、
特
に
８
、９
月
は
芸
能
祭
へ

の
来
場
に
つ
な
が
る
よ
う
な
内
容

を
予
定
。
ま
た
、参
加
者
か
ら
の「
冷

え
込
む
」
と
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

開
催
時
期
や
開
始
時
間
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
。

問　
歴
史
館
は
常
民
を
顕
彰
・
没
後

１
０
０
年
を
記
念
し
生
涯
学
習
施
設

と
し
て
開
館
。
そ
の
後
三
重
津
海
軍

所
跡
が
世
界
遺
産
に
登
録
、
３
年
前

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
①
そ
の

目
的
と
効
果
は
②
市
内
小
学
校
の
来

館
状
況
は
③
正
月
・
夏
休
み
な
ど
の

特
別
開
館
は
④
来
年
の
登
録
10
周
年

記
念
事
業
は
。

答
　
①
世
界
遺
産
登
録
の
価
値
や

重
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
。

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
展
示
内
容
等

を
理
解
で
き
た
と
約
90
％
が
回
答
。

来
館
者
の
理
解
と
満
足
を
得
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
②
令
和
５

年
度
は
、
24
校
が
来
館
し
た
③
イ

ベ
ン
ト
時
や
地
元
行
事
と
連
携
す

る
際
な
ど
、
必
要
な
場
合
は
検
討

し
た
い
④
歴
史
館
で
は
記
念
企
画

展
の
実
施
を
検
討
中
。
今
後
、
県

や
地
域
住
民
と
連
携
し
、
10
年
前

の
世
界
遺
産
登
録
の
喜
び
を
再
び

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

問　
①
不
登
校
・
い
じ
め
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
教
育
委
員
会
の
取
り
組

み
は
②
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
③
そ
の
他
の

取
り
組
み
は
④
各
学
校
の
取
り
組
み

は
⑤
不
登
校
・
い
じ
め
に
対
す
る
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考

え
は
。

答
　
①
毎
月
１
日
を
「
佐
賀
市
い

じ
め
、
い
の
ち
を
考
え
る
日
」
に

設
定
し
、
各
学
校
で
の
人
権
意
識

を
高
め
る
取
り
組
み
の
ほ
か
、
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
②
不
登

校
や
い
じ
め
被
害
の
可
能
性
を
早

期
に
発
見
し
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
③
子
ど
も
た
ち
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
開
発
的
生
徒
指

導
を
進
め
て
い
る
④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
や
命
に
関
す
る
テ
ー
マ

で
意
見
交
換
す
る
な
ど
子
ど
も
た

ち
の
心
を
耕
す
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
⑤
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的

資
質
や
能
力
を
伸
ば
す
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

放課後児童クラブの充実を
問　
①
今
年
度
の
待
機
児
童
の
発
生

状
況
は
②
待
機
児
童
解
消
に
向
け
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
③
高

学
年
の
受
け
入
れ
を
も
っ
と
増
や
す

べ
き
で
は
④
部
屋
の
広
さ
な
ど
環
境

面
の
改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が

⑤
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
図
る
べ

き
で
は
。

答
　
①
４
月
１
日
時
点
で
51
人
②

学
校
施
設
の
活
用
を
最
優
先
と
し

つ
つ
、
プ
レ
ハ
ブ
リ
ー
ス
方
式
に

よ
る
専
用
施
設
の
整
備
も
選
択
肢

に
検
討
を
進
め
る
③
場
所
と
人
員

を
確
保
で
き
た
校
区
か
ら
拡
大
し

て
お
り
、
６
年
生
ま
で
の
受
け
入

れ
の
早
期
実
現
に
努
め
る
④
児
童

１
人
に
つ
き
確
保
す
べ
き
面
積
基

準
に
沿
っ
た
上
で
、
限
ら
れ
た
空

間
を
有
効
に
活
用
し
た
い
⑤
支
援

ス
タ
ッ
フ
は
会
計
年
度
任
用
職
員

や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広

い
世
代
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
受

け
皿
拡
大
の
た
め
に
も
人
員
確
保

は
急
務
で
あ
り
、
他
自
治
体
を
参

考
に
手
を
尽
く
し
た
い
。

（公明党）
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海外からも注目される肥前国
庁南門ライトアップ & 芸能祭

歴史館はリニューアルされ海
軍所跡は現地整備がスタート

学び合いの授業風景

低学年は目標以上に健闘して
いるが高学年はまだ３割弱

野球とソフトボール利用禁止！！

5年水張りルールの具体化について

産後ケア事業の拡充を！

野球とソフトボール禁止！
西神野運動広場（競馬場跡）

転換作物作付け水田への水張り
を行う（写真はイメージ）

産後ケア事業はユニバーサル
サービスです！

問　

西
神
野
運
動
広
場
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
以
降
、
野
球
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
利
用
が
禁
止
と
な
っ
た
。
①

利
用
実
績
は
②
代
替
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確

保
は
③
防
球
ネ
ッ
ト
を
増
強
（
新
設
）

す
べ
き
で
は
④
予
算
確
保
、
安
全
性
の

担
保
、
周
辺
住
民
の
理
解
な
ど
条
件
が

そ
ろ
え
ば
再
開
で
き
る
の
か
。

答
　
①
令
和
４
年
度
実
績
で
は
、

年
間
利
用
２
７
０
件
の
う
ち
、
少
年

野
球
42
件
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
12
件
、

計
54
件
②
昨
年
12
月
以
降
、
既
に
予

約
の
あ
っ
た
団
体
に
は
他
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
利
用
す
る
よ
う
調
整
を
行
っ

た
。
現
在
グ
ラ
ウ
ン
ド
不
足
の
声
は

届
い
て
お
ら
ず
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
代

替
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
③

検
討
し
た
が
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
断
念
し
た
④
条
件
が
整
え
ば
再

開
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
防
球

ネ
ッ
ト
の
整
備
費
用
を
捻
出
す
る
こ

と
が
難
し
く
、再
開
は
困
難
な
状
況
。

問　
今
回
の
水
田
活
用
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
対
し
、
全
国
市
長
会

か
ら
、
こ
の
交
付
金
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
生
産
現
場
の
課
題
を
踏
ま
え
た

上
で
、
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
国
に
要

望
さ
れ
た
。
そ
こ
で
市
長
は
佐
賀
市
農

業
振
興
の
た
め
、
継
続
し
て
同
様
の
要

望
を
国
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

は
、
令
和
３
年
12
月
に
５
年
間
作
付

け
し
な
い
水
田
は
対
象
外
と
さ
れ
た

た
め
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
、
耕

作
放
棄
地
や
離
農
者
の
増
加
と
な
ら

な
い
よ
う
、
生
産
現
場
の
課
題
を
踏

ま
え
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。
本
市
で
も
今
回
の
見
直
し

に
よ
り
、
農
業
経
営
の
不
安
や
耕
作

放
棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
不
安
の
声

が
あ
り
、
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
全
国
一
律
の

運
用
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
柔
軟
な
制
度
運
用
で
農
家
の
不

安
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
対
し

て
実
情
を
訴
え
た
い
。

問　
母
親
の
孤
立
や
産
後
う
つ
、
心

身
の
不
調
を
防
止
す
る
に
は
適
正
な
産

後
ケ
ア
が
重
要
だ
。
本
市
は
比
較
的
緊

急
性
の
高
い
人
が
対
象
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
型
、 

ア※
２

ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
み
で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
実
施
は
な
い
。
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
誰
も
が
利
用

で
き
る
よ
う
事
業
の
拡
充
を
図
る
べ
き

で
は
。

答
　
産
後
の
母
親
は
心
身
の
不
調

に
陥
り
や
す
い
た
め
、
産
後
ケ
ア
を

希
望
す
る
全
て
の
産
婦
が
ケ
ア
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
今
年
度
、

新
た
な
支
援
と
し
て
、
公
費
に
よ
る

産
後
1
カ
月
の
産
婦
健
診
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
乳
幼
児
の
健
康
相
談
や

親
子
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
予
約
を
佐
賀

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
で
き
る
よ
う
進

め
て
お
り
、
妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。今
後
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
拡
充
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
を
含
め
、
産
後
ケ
ア
事

業
の
拡
充
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と

調
整
し
た
い
。

（ネットワーク佐賀）

富
とみなが

永  明
あけ

美
み 9

（自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 10

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 11

島義勇公没後１５０年の取り組みは

北海道神宮にそそり立つ
島義勇公像

問　
今
年
は
幕
末
・
明
治
時
代
に
活

躍
し
た
佐
賀
出
身
の
島
義
勇
公
の
没

後
１
５
０
年
に
当
た
る
。
開
拓
判
官

と
し
て
、
札
幌
の
碁
盤
目
の
よ
う
な

都
市
計
画
の
基
礎
を
作
っ
た
そ
の
偉

業
と
高
い
志
を
次
世
代
に
継
承
す
る

こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
。
節

目
と
な
る
今
年
の
記
念
行
事
の
取
り

組
み
は
。

答
　
佐
賀
市
観
光
協
会
に
相
談
し
、

島
義
勇
公
の
命
日
に
合
わ
せ
て
札

幌
の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
２
泊
３

日
の
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
た
。
今

後
も
関
係
部
署
と
連
携
し
、
島
義

勇
公
ら
佐
賀
の
偉
人
ゆ
か
り
の
地

を
巡
る
市
内
ツ
ア
ー
等
を
検
討
し
、

顕
彰
に
努
め
た
い
。
令
和
４
年
度

の
島
義
勇
公
ら
の
生
誕
２
０
０
年

記
念
事
業
を
県
と
連
携
し
て
実
施

し
た
よ
う
に
、
今
年
度
も
県
と
情

報
共
有
と
連
携
を
図
り
事
業
を
行

う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
赤
松
小
学

校
と
札
幌
市
立
円
山
小
学
校
の
間

で
交
流
活
動
が
行
わ
れ
て
き
て
お

り
、
今
後
も
学
校
の
教
育
活
動
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

（緑楠自民）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 12
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子どもの権利の条例化を！！

子どもたちが集う神野公園に！

佐賀市国民健康保険の医療費は

子どもの最善の利益のため
に！

老朽化した交通公園の在り方に
ついて検討が必要では？

健康づくりは食事と運動から

問　
①
「
ま
な
ざ
し
条
例
」
が
あ
る

か
ら
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
は
不
要

と
す
る
考
え
方
は
子
ど
も
の
権
利
か
ら

目
を
そ
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
②

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
、
子
ど
も
は

も
ち
ろ
ん
大
人
を
含
め
て
十
分
に
周

知
・
普
及
し
、
そ
れ
を
生
か
す
べ
き
だ

が
、
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
　
①
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ

と
は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。今
後
、

「
こ
ど
も
計
画
」
を
策
定
し
て
い
く

が
、
そ
の
計
画
を
推
進
し
て
い
く
中

で
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
ま

な
ざ
し
条
例
の
改
定
を
含
め
、
条
例

化
の
検
討
を
考
え
て
い
る
②
子
ど
も

の
権
利
の
啓
発
の
た
め
に
も
、「
こ

ど
も
計
画
」の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

子
ど
も
の
意
見
な
ど
を
反
映
し
た
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。
子
ど

も
の
権
利
を
社
会
全
体
で
共
有
し
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

問　
神
野
公
園
再
整
備
に
つ
い
て
①

家
族
連
れ
が
希
求
す
る
よ
う
な
大
型
遊

具
や
、
若
年
層
に
人
気
の
親
水
施
設
の

設
置
は
②
交
通
公
園
を
駐
車
場
ま
た
は

新
エ
リ
ア
に
す
る
等
、
用
途
を
変
更
し

て
は
ど
う
か
③
市
長
が
目
指
す
新
た
な

神
野
公
園
の
具
体
的
な
姿
と
は
。

答
　
①
大
型
遊
具
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
な
遊
具
に
比
べ
て
非
常
に
高

額
で
あ
り
、
設
置
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
親
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
サ※

３

ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
に
お
け
る

提
案
を
参
考
に
、
維
持
費
等
を
考
慮

し
つ
つ
検
討
し
た
い
②
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
を
参
考
に
今
後
検
討
し

た
い
③
隔
林
亭
や
お
茶
屋
な
ど
の
文

化
財
は
、
非
日
常
の
体
験
が
で
き
る

特
別
な
場
所
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
う
し
た
施
設
を
保
存
か
ら
活

用
へ
進
化
さ
せ
、
体
感
で
き
る
開
か

れ
た
場
所
へ
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
伝
承
と
学

び
の
場
に
し
て
い
き
た
い
。

問　
①
佐
賀
県
国
民
健
康
保
険
の
医

療
費
は
全
国
で
最
も
高
い
が
そ
の
要
因

は
②
佐
賀
市
国
保
の
医
療
費
額
は
③
医

療
費
削
減
の
た
め
の
健
康
寿
命
延
伸
の

取
り
組
み
は
④
健
康
維
持
に
関
し
て
最

も
重
要
な
事
は
⑤
高
齢
者
が
利
用
す
る

「
い
き
が
い
館
」
は
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
が
改
修
等
の
予
定
は
な
い
の
か
。

答
　
①
一
人
当
た
り
の
入
院
医
療

費
は
全
国
２
位
、
65
歳
か
ら
74
歳
に

係
る
医
療
費
は
全
国
１
位
と
高
い
水

準
に
あ
る
た
め
②
令
和
３
年
度
は
一

人
当
た
り
約
46
万
５
千
円
③
成
人
健

診
や
各
種
が
ん
検
診
、
保
健
指
導
等

を
実
施
④
健
康
維
持
に
は
適
度
な
運

動
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、
心

身
の
疲
労
を
回
復
す
る
休
養
、
こ
の

３
要
素
が
互
い
に
関
連
し
あ
う
こ
と

で
健
康
な
状
態
が
成
り
立
つ
⑤
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
る

「
い
き
が
い
館
久
保
田
」
を
除
く
ほ

か
の
施
設
は
複
合
化
や
建
て
替
え
、

大
規
模
修
繕
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
施

設
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

（自民さが）

川
かわそえ

副  龍
りゅう

之
の

介
すけ 13

（ネットワーク佐賀）

松
まつなが

永  憲
けんめい

明 14

（自民政進会）

永
ながふち

渕  史
ふみたか

孝 15

補助金制度の効果的情報発信を

補助金活用を経済活性化につ
なげよう（写真はイメージ）

問　
国
、
県
、
外
郭
団
体
等
に
は
全

体
で
約
１
万
６
８
０
０
種
類
の
補
助

金
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
中

小
零
細
企
業
等
の
活
用
率
は
低
い
。

市
が
個
人
や
事
業
者
向
け
に
積
極
的

に
情
報
発
信
し
て
補
助
金
を
活
用
で

き
れ
ば
、
経
済
対
策
に
も
市
民
の
メ

リ
ッ
ト
に
も
な
る
と
考
え
る
。
市
の

取
り
組
み
は
。

答
　
補
助
金
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
事
業
者
に
必
要
な
情
報
を
届

け
る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
ⅰ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
５

階
の
産
業
支
援
相
談
室
で
は
、
常

駐
す
る
中
小
企
業
診
断
士
が
把
握

し
て
い
る
補
助
金
の
情
報
提
供
は

も
ち
ろ
ん
、
事
業
者
か
ら
の
相
談

内
容
に
応
じ
た
補
助
金
を
探
す
ほ

か
、
申
請
書
類
の
作
成
な
ど
幅
広

く
支
援
し
て
い
る
。
今
後
も
関
係

機
関
や
専
門
家
と
の
情
報
共
有
を

図
り
つ
つ
、
補
助
金
に
関
す
る
情

報
収
集
へ
の
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
よ
り
効
果
的
な
周
知
が
で

き
る
よ
う
方
策
を
検
討
し
た
い
。

（自民さが）

千
ち

綿
わた

  正
まさあき

明 16

南部地域の工業団地開発に向けて

HPV ワクチンの正しい情報を！

佐賀市の食と農業を守るためには

延伸する南部地域の交通ネット
ワーク（有明海沿岸道路）

知らないまま後悔しないで！
（写真はイメージ）

佐賀は食べものがおいしい！

問　
①
以
前
か
ら
提
案
し
続
け
て
い

る
が
、
検
討
状
況
は
②
南
部
地
域
に

物
流
拠
点
構
想
を
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
工
業
団
地
開
発
も
連
携

を
取
り
、
業
種
を
絞
っ
た
集
積
を
す

る
な
ど
戦
略
的
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
③
庁
内
連
携
を
図
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

答
　
①
南
部
地
域
を
含
め
開
発
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
エ
リ
ア
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
る
。
今
後
も
調
査

を
継
続
し
、
市
内
に
お
け
る
新
工
業

団
地
開
発
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
②
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を
図
る
た
め
、企
業
の
誘
致・

集
積
、
物
流
等
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
含
め
調
査
を
行
い
、
総
合
的

に
検
討
を
行
い
た
い
③
工
業
団
地
等

の
開
発
に
向
け
て
、
担
当
部
署
な
ど

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
経
済

を
け
ん
引
し
て
い
く
企
業
を
後
押
し

す
る
た
め
に
、
迅
速
に
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
努
め
た
い
。

問　
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
を
逃
し
た

世
代
に
対
す
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
が
今
年
度
末
で
終
了
す
る
が
、
３

回
接
種
す
る
た
め
に
は
今
年
９
月
ま

で
に
１
回
目
の
接
種
が
必
要
。
①
正

し
い
情
報
を
ど
う
発
信
す
る
の
か
②

Ｖ※
４

ｃ
ａ
ｎ
に
よ
る
出
前
授
業
開
催
と

そ
の
内
容
の
検
証
を
。

答
　
①
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
世
代
が

多
く
在
籍
す
る
佐
賀
市
医
師
会
立

看
護
専
門
学
校
や
佐
賀
県
医
療
セ

ン
タ
ー
好
生
館
看
護
学
院
な
ど
に

対
し
て
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
。
ま
た
、
佐
賀
市

医
師
会
立
看
護
専
門
学
校
で
は
自

主
的
な
取
り
組
み
と
し
て
未
接
種

の
学
生
に
対
し
産
婦
人
科
に
よ
る

接
種
勧
奨
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
②
Ｖ
ｃ
ａ
ｎ
メ
ン
バ
ー
と
調

整
し
て
、
ま
ず
は
市
職
員
を
対
象

と
し
た
出
前
授
業
を
開
催
し
、
そ

の
内
容
を
検
証
し
て
今
後
の
接
種

啓
発
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
今
年
策
定
さ
れ
た
第
４
次
佐
賀

市
農
業
振
興
基
本
計
画
に
は
、
国
策

定
の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

か
ら
の
抜
粋
が
あ
る
。
こ
の
戦
略
は
、

生
産
力
向
上
と
環
境
負
荷
低
減
の
両

立
の
実
現
を
掲
げ
、
有
機
農
業
の
面

積
割
合
を
25
％
に
拡
大
す
る
こ
と
な

ど
を
目
指
す
。
市
の
取
り
組
み
と
課

題
を
問
う
。

答
　
本
市
で
も
持
続
可
能
な
農
業

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
内
に
は

ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
の

環
境
循
環
型
農
業
の
実
践
事
例
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
有
機

農
業
や
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
栽

培
の
取
り
組
み
は
86
件
、
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
栽
培
の
令
和
５
年
度

の
実
績
面
積
は
31
・
１
㌶
。
市
が

実
施
す
る
有
機
農
業
研
修
や
地
産

地
消
の
推
進
な
ど
で
、
消
費
者
の

意
識
改
革
お
よ
び
環
境
に
配
慮
さ

れ
た
農
産
物
の
購
入
促
進
や
市
産

農
産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

そ
の
他
、
担
い
手
確
保
・
育
成
等
、

基
本
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成

に
向
け
て
取
り
組
む
。

災害時、実効性ある避難所の確保を

地域ごとの避難訓練を盛り込
んだ武雄市の総合防災訓練

問　
①
災
害
時
の
指
定
避
難
所
以
外

の
一
時
避
難
所
の
把
握
は
②
身
近
で

避
難
で
き
る
場
所
の
確
保
に
向
け
て
、

地
域
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
と
啓
発

は
③
福
祉
避
難
所
の
整
備
は
④
ペ
ッ

ト
同
伴
避
難
所
の
増
設
の
考
え
は
⑤

総
合
防
災
訓
練
の
内
容
と
し
て
、
地

域
ご
と
の
避
難
訓
練
を
組
み
入
れ
て

は
ど
う
か
。

答
　
①
地
元
自
治
会
等
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
事
業
所
等
の
数
は

８
カ
所
、
ほ
か
に
自
治
公
民
館
利

用
が
40
カ
所
程
度
と
把
握
し
て
い

る
②
地
域
の
方
か
ら
の
相
談
に
対

し
、
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
書

の
例
示
等
の
支
援
を
し
て
い
る
。

今
後
も
自
主
防
災
組
織
の
研
修
会

等
で
周
知
を
図
り
た
い
③
大
型
台

風
時
等
に
開
設
す
る
福
祉
避
難
所

を
事
前
に
特
定
し
、
円
滑
な
避
難

に
つ
な
げ
た
い
④
複
数
箇
所
の
運

営
も
視
野
に
、
引
き
続
き
検
討
す

る
⑤
総
合
防
災
訓
練
を
機
会
と
し
、

自
主
防
災
組
織
で
の
定
期
的
な
訓

練
実
施
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
し

て
い
る
。

（市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ 20

（自民政進会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 17

（公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 18

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 19

※３ サウンディング型市場調査…事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容や事業スキーム等に関して、
直接の対話により民間事業者の意見や新たな事業提案の把握等を行うことで、
対象事業の検討を進展させるための情報収集を目的とした手法。

※４ Ｖｃａｎ…医学生を中心に HPV ワクチンを取り巻く環境を解決するために活動する学生団体。
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繁華街での迷惑行為の対策を

家庭調査票のDX化の実現を

シェアサイクルの拡大推進を！

客引き禁止

負担軽減の手段として DX を
（写真はイメージ）

みんなで楽しもう
「シェアサイクル」‼

問　
こ
れ
ま
で
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
「
客
引
き
等
禁
止
」
と
書
か
れ

た
看
板
を
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
を

前
に
県
も
客
引
き
の
規
制
を
強
化
し
て

い
る
。
佐
賀
市
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
客

引
き
撲
滅
の
た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答
　
客
引
き
な
ど
が
多
い
エ
リ
ア

へ
の
対
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
。
迷
惑
行
為
を
き
っ

か
け
と
し
た
事
件
な
ど
に
つ
い
て

は
、
カ
メ
ラ
の
映
像
デ
ー
タ
を
警
察

に
提
供
す
る
こ
と
で
迅
速
な
捜
査
と

早
期
解
決
に
協
力
し
て
い
る
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
犯
看
板

（
客
引
き
等
禁
止
）
を
周
知
し
、
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
県

の
規
制
強
化
で
影
響
を
受
け
る
エ
リ

ア
は
本
市
の
繁
華
街
で
あ
り
、
広
く

周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
具
体

的
な
取
り
組
み
は
、
今
後
、
警
察
と

情
報
共
有
し
、
連
携
を
図
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
毎
年
、
小
・
中
学
校
に
提
出
す

る
家
庭
調
査
票
は
共
働
き
世
帯
の
保
護

者
に
と
っ
て
特
に
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
北
九
州
市
で
は
家
庭
調
査
票
を

D
X
化
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
を
実

現
し
た
①
本
市
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
②
ニ
ー

ズ
が
あ
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
①
家
庭
調
査
票
は
個
人
情
報

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
管
理
や
保
管

を
含
め
て
十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
は
十

分
に
検
討
し
、
今
後
、
保
護
者
や
学

校
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
②
北
九
州
市
の

取
り
組
み
を
調
査
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
よ
り
ど
の
程
度
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
の
か
や
、
実
施
す
る
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
等
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
関
係
機
関
と
相
談
し
、

そ
の
上
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

問　
５
月
６
日
か
ら
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
事
業
が
開
始
さ
れ
て
、
順
調
な
ス

タ
ー
ト
と
の
こ
と
だ
が
、
近
年
、
自

転
車
事
故
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、交
通
ル
ー
ル
を
周
知
啓
発
し
つ
つ
、

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
を
拡
大
し
て
い

く
こ
と
は
、
街
な
か
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
！

答
　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
者
と

本
市
で
締
結
し
た
連
携
協
定
で
は
、

自
転
車
走
行
ル
ー
ル
の
普
及
啓
発
を

連
携
事
項
の
一
つ
に
定
め
、
交
通
安

全
県
民
運
動
等
と
連
携
し
た
周
知
・

啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
事
業
者
が
街
頭
で
の
自
転
車
走

行
ル
ー
ル
の
啓
発
活
動
を
計
画
し
て

お
り
、連
携
し
た
活
動
を
行
い
た
い
。

市
街
地
に
駐
輪
ポ
ー
ト
を
高
密
度
に

設
置
し
て
市
民
や
来
訪
者
の
移
動
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
街
な

か
の
回
遊
性
を
高
め
て
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
今
後
も
駐

輪
ポ
ー
ト
設
置
の
支
援
や
広
報
を
積

極
的
に
行
う
。

（ネットワーク佐賀）

久
く め

米　勝
かつ

也
や 21

（緑楠自民）

実
さねまつ

松　尊
たかのぶ

信 22

（自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 23

南部地域の土地利用計画は

南部地域の今後に大きく期待
（写真はイメージ）

問　
南
部
地
域
は
、
駐
屯
地
や
有
明

海
沿
岸
道
路
の
整
備
、
物
流
拠
点
構

想
な
ど
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

複
数
あ
る
。
個
別
に
開
発
す
る
よ
り
、

都
市
計
画
の
線
引
き
を
見
直
し
、
市

街
化
区
域
と
同
じ
規
模
で
開
発
で
き

る
よ
う
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
全
国
的
に
人
口
が
減
少
傾
向

に
あ
り
市
街
化
区
域
の
拡
大
が
困

難
な
中
、
南
部
地
域
に
お
け
る
駐

屯
地
や
物
流
拠
点
を
開
発
す
る
方

法
と
し
て
、
市
街
化
調
整
区
域
で

も
開
発
が
可
能
と
な
る
地※

５

区
計
画

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
南

部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
駐
屯
地
の
整
備
や
物
流
拠
点

構
想
に
伴
う
土
地
需
要
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
都
市
計
画
法
上
の
手

法
を
駆
使
し
た
柔
軟
か
つ
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
次
期
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
土

地
活
用
の
方
針
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（自民さが）

西
にしおか

岡  義
よしひろ

広 24

さがんまちの活気を取り戻せ！！

新工業団地は複数同時開発すべき

次世代型の佐賀市文化会館の創造を

さようなら佐賀玉屋本館
リニューアルを心から期待

佐賀市から撤退が決まった
佐賀鉄工所

サンライズパークからの栄光
橋が開通した佐賀市文化会館

問　
①
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
と
中
心

市
街
地
の
連
携
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
②
国
ス

ポ
も
含
め
ア
リ
ー
ナ
で
予
定
さ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
を
街
な
か
に
カ
レ
ン

ダ
ー
等
で
示
し
て
み
て
は
③
佐
賀
玉

屋
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
が
、
周

辺
の
商
店
街
や
自
治
会
等
の
パ
イ
プ

役
に
な
れ
な
い
か
。

答
　
①
ア
リ
ー
ナ
来
訪
者
を
街
な

か
に
誘
導
す
る
た
め
に
、
街
な
か
指

定
駐
車
場
の
無
料
Ｄ
ａ
ｙ
を
昨
年
度

６
回
実
施
。
ま
た
、
街
な
か
に
お
い

て
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
関
連
の
装
飾
を

行
い
、
観
客
を
出
迎
え
る
取
り
組
み

を
展
開
し
た
②
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を

新
た
に
入
手
し
た
際
に
は
、
街
な
か

の
店
舗
等
に
も
共
有
し
た
い
③
佐
賀

玉
屋
に
は
、
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
て
い

る
。
佐
賀
玉
屋
と
地
元
が
連
携
し
、

協
議
、
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
で
、

両
者
が
ま
ち
づ
く
り
の
両
輪
と
な
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

問　
久
保
泉
第
２
工
業
団
地
は
約
６

年
、
佐
賀
大
和
Ｉ
Ｃ
工
業
団
地
は
約

２
年
で
完
売
し
て
い
る
こ
と
か
ら
さ

ら
な
る
新
規
工
業
団
地
は
複
数
箇
所

を
同
時
開
発
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
佐
賀
鉄
工
所
の
本
市
撤
退
は

看
過
で
き
な
い
事
態
で
あ
り
、
市
内

企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

密
に
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
開
発
を
計
画
す
る
土
地
は
各

種
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
も
観

点
に
入
れ
な
が
ら
、
適
地
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
整
備
の
規
模
や
複

数
箇
所
で
の
開
発
可
能
性
を
含
め

て
今
年
度
の
調
査
で
検
討
し
た
い
。

市
外
企
業
の
誘
致
は
も
と
よ
り
、

市
内
企
業
の
動
向
や
要
望
を
で
き

る
限
り
把
握
す
る
こ
と
は
、
今
後

も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

佐
賀
鉄
工
所
は
86
年
間
に
わ
た
り

地
域
で
愛
さ
れ
、
歴
史
を
紡
い
で

き
た
企
業
で
あ
り
、今
後
も
定
期
的

に
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
移
転
後

の
土
地
活
用
等
に
つ
い
て
相
談
や

提
案
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
①
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
進
捗
は

②
東
西
有
料
駐
車
場
か
ら
の
出
庫
待

ち
の
時
間
短
縮
策
は
③
建
物
へ
の
通

路
や
東
西
の
階
段
、
西
側
広
場
等
に

屋
根
設
置
の
検
討
は
④
大
き
な
文
字

で
目
立
つ
看
板
サ
イ
ン
の
設
置
の
検

討
は
⑤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
状
況
は
⑥

次
世
代
型
の
文
化
創
造
拠
点
施
設
を

目
指
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
現
在
の
洋
式
化
率
は
73
・

６
％
。
最
終
的
に
は
94
・
３
％
を

見
込
む
②
事
前
精
算
機
の
案
内
と

東
側
出
口
へ
の
誘
導
③
駐
車
場
か

ら
文
化
会
館
へ
の
雨
天
時
の
動
線

を
考
慮
し
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
を
設
置
。
栄
光
橋
の
下
で
は
雨

天
時
や
強
い
日
差
し
の
時
も
イ
ベ

ン
ト
開
催
が
可
能
。
そ
の
た
め
屋

根
の
追
加
設
置
の
予
定
は
な
い
④

現
在
、
東
側
市
道
と
西
側
国
道
に

標
識
が
あ
る
。
案
内
に
つ
い
て
は

今
後
も
工
夫
す
る
⑤
西
側
広
場
で

は
再
整
備
に
よ
り
ベ
ン
チ
や
樹
木

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
⑥
佐

賀
な
ら
で
は
の
文
化
の
拠
点
施
設

に
な
る
よ
う
努
め
る
。

市職員の人事について問う

人が育つ環境づくりのために

問　

①
職
員
の
男
女
の
均
等
配
置
、

管
理
監
督
職
へ
の
女
性
登
用
率
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
②
制
度
が
複
雑

高
度
化
し
て
い
る
中
、
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
養
成
す
る
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
③
専
門
的
知
見
が
必
要

な
場
合
が
あ
る
の
で
、
県
と
人
事
交

流
を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
市
の

考
え
は
。

答
　
①
適
材
適
所
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
各
部
署
へ
の
男
女
職
員
配

置
の
平
準
化
を
進
め
て
い
る
。
管

理
監
督
職
へ
の
女
性
登
用
率
は
24
・

３
％
で
、
特
定
事
業
主
行
動
計
画

の
目
標
値
の
25
％
に
近
づ
い
て
い

る
②
多
部
署
を
経
験
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
対
処
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
職
務

に
精
通
し
た
職
員
を
育
成
し
、
専

任
職
と
し
て
同
じ
分
野
へ
配
属
す

る
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る

③
県
な
ど
に
職
員
を
派
遣
す
る
な

ど
し
て
人
材
育
成
を
図
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
幅
広
い
分
野
で
の
人
事

交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（緑楠自民）

重
しげ

田
た

　音
なるひこ

彦 28

（公明党）

中
なかむら

村  宏
ひろ

志
し 25

（自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし 26

（自民清流）

平
ひらばる

原  嘉
よしのり

德 27

※５ 地区計画…都市計画法に基づいて、地区ごとに定めるまちづくりのルール。建築物の用途や形態など、きめ細か
く規制や緩和を行うことができる。
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委員会活動リポート①

委員会活動リポート②

常任委員会や特別委員会などは、市民生活に深く関わる課題などについて、会期中以外にも調査、研究を
行っています。最近の活動内容を紹介します。

議会運営委員会

総務委員会

福祉教育委員会

経済産業委員会

九州新幹線整備に関する調査特別委員会 中核市移行に関する調査特別委員会

建設環境委員会

4月30日（火）
佐賀市観光協会との意見交換会

4月24日（水）　東京都八王子市

5月21日（火）　岐阜県庁

5月21日（火）　兵庫県姫路市

5月30日（木）　千葉県いすみ市5月21日（火）　北海道北広島市

4月25日（木）　埼玉県戸田市

5月22日（水）　岡山県津山市

5月22日（水）　兵庫県豊岡市

5月31日（金）　神奈川県大和市5月22日（水）　北海道苫小牧市

１月12日（金）

３月26日（火）

4月16日（火）

4月18日（木）

意見交換会

行政視察

行政視察

行政視察

行政視察

行政視察

　九州新幹線整備における対応状況や考え方について
関係機関から説明を受け、現状把握を行うこととし、
そのうえで、課題の抽出や検証、九州新幹線に関連し
たまちづくりなどについて調査することとした。

　佐賀県の担当部署から、これまでの経緯などについ
ての説明を受けた。

【県の説明】国がフリーゲージトレインを断念したこ
とで、現在の状況に至っている。これまで関係者間で
重ねてきたさまざまな合意が守られていない。
　新鳥栖―武雄温泉間をフル規格で整備した場合、在
来線の利便性低下や多額の建設費負担など、リスクが
大きい。佐賀県や九州全体の将来展望が描けるなら議
論の価値はあるが、ルート、在来線、財政負担、地域
振興などをセットで考える必要があり、現行の新幹線
整備のスキームでの合意は極めて難しい。

　国土交通省鉄道局幹線鉄道課長に整備新幹線の現状
や制度、新幹線整備の意義、佐賀県との幅広い協議を
含む九州新幹線西九州ルートの経緯について説明を受
けた。

【国の説明】駅はまちづくりと一体的に進める必要が
あると考えており、地元の意見を踏まえて取り組んで
いきたい。在来線の利便性確保は、ＪＲ九州も交えて
しっかりと議論してきたい。

【執行部の説明】中核市の健康危機管理体制では災害
が発生した際の被災地における災害時健康危機管理支
援チームへの派遣体制を整備し、構成員を養成する必
要がある。また、感染症法等の改正による保健所の強
化として①都道府県が設置する連携協議会への参画②
都道府県で策定されている「予防計画」の保健所設置
市での策定の義務化③保健所設置市に対する都道府県
の権限の見直し④総合的なマネジメントを担う統括保
健師等の配置が挙げられる。
　連携中枢都市圏構想は、周辺自治体と連携して事業
に取り組むことで社会経済の拠点を広域的に形成する
ものであり、中核市移行の効果を地域に波及させるこ
とができるものである。

県の保健所が行っている業務を市ではどこまで
行うと想定しているのか。
現時点では、県の保健所業務を全て行うかどうか
は決定していない。まずは制度を把握したうえで

県と相談しながら、県に業務を再委託することも含め
た役割分担等について、もっとも効率的で、市民等に
とってメリットがある方法を探っていく。

連携中枢都市圏で取り組みたいこととして、何か
考えは持っているのか。
今後の行政課題として、交通や観光などの分野は
考えている。人口動態や財政運営が変化していく

中で、フルセット型行政からの脱却を図り、共同で取
り組むほうがいいこともあると思われる。しかるべき
段階になったときに近隣の自治体とともに協議を進め
ていくことになる。

連携中枢都市圏において、どのような連携を想定
しているのか。
まだ具体的な取組内容の協議や連携する自治体を
想定する状況ではない。

佐賀市の観光の状況と問題・
課題点、環有明海観光連合の
活動状況などについて意見交換
しました。

●政策提案のための所管事務
　調査について

●サスティナブルな地域物流
　モデル推進事業について

●姫路市プレミアム付き商品券
　『姫路しらさぎ商品券』について

●コウノトリ育むお米の取り組み
　について

●学校給食無償化について●ボールパーク構想について

●委員会の年間活動テーマに
　ついて
●市議会モニターについて

●小さな拠点づくりについて

●大和市文化創造拠点シリウス
　について

●脱炭素先行地域の取り組みに
　ついて

八王子市役所

津山市役所

大和市文化創造拠点シリウス

意見交換会の様子

4月 16日の特別委員会の様子

豊岡市立コウノトリ文化館

苫小牧市役所

南部地域の振興は幅広い視点で！
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※６ フルセット型行政…市町村があらゆる公共サービスを自前で担うこと。
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183 人のご参加、ありがとうございました！

議員の表彰

令和５年度の政務活動費の実績を公開　

編集後記

議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

　5月 18日から 6月 8日にかけて市内 9カ所で議会報告会を開催し、のべ 183 人に参
加いただきました。各会場でのご意見は分野別に整理し、議員全員で対応を協議します。
協議後、取りまとめた意見を市長に提出し、今後の市政運営に生かすよう求めます。
　詳細については、今後の議会だよりやホームページでお知らせします。
　今後も議員と市民の皆さまが気軽に話せる場をより多く持てるよう取り組んでまいり
ます。

市議会議員として、市政の発展に寄与した功績により
全国市議会議長会および佐賀市から表彰されました。

　議員の調査研究に必要な経費の一部として会派（準会派を含む）に政務活
動費が交付されます（令和５年度実績 約 1,834 万円）。
　市議会ホームページに過去５年間分の会派別収支状況一覧表、支出明細書、
領収書などを自主公開しています。
トップページにある右側バナー　　　　　　　をクリックしてご覧ください。

　今年の議会報告会は、久々に市内９カ所の会場で行い、180人余
りのご参加をいただきました。意見交換では、若い世代の方からの
提案もあり、身近な地域の声も届けやすかったのではないでしょうか。
　最近、SNSで「雨の日、ふらりと議会傍聴に来てみた。空調も効
き、いろんな議員や市の考えを知る機会にもなった」との投稿を拝
見しました。猛暑の折、「涼み処」の一つとして、議会に足を運ん
でみませんか？あなたの暮らしにかかわる大事なことを話し合う姿
をぜひ、ご覧ください。（山下明子）

産業振興会館（諸富）

左から村岡議員、実松議員、川原田議員、山口議長、
堤議員、永渕議員、宮﨑議員

南川副公民館日新公民館

20 年表彰

10年表彰

川原田裕明 議員
堤　　正之 議員
実松　尊信 議員
村岡　　卓 議員
永渕　史孝 議員
宮﨑　　健 議員

16さが市議会だより第 86号（令和 6年 6月定例会）


